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横浜市の住宅・住環境をとりまく状況
（魅⼒と現状）

【資料６】

第１回横浜市住宅政策審議会
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④郊外部（北部）

⑤郊外部（西部）

⑥郊外部（南部）

③都心・臨海周辺部

②都心部（新横浜都心）

①都心部（横浜都心）

・本市は広域であり、緑豊かな「郊外部」、⾼次な機能集積・⽔辺空間の「都⼼部」・「臨海部」など、多様性に富み、
⽔と緑、起伏ある地形、歴史⽂化を活かした魅⼒的なまちづくり・景観づくりが、多くの地域で展開

・６つのエリアごとに、その地域の魅⼒、住宅・住環境の特性についてまとめた

出典：横浜市都市計画マスタープラン
全体構想（平成25年3月）

多様な魅⼒のある住宅地・住環境の形成



①都心部（横浜都心）
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・商業・業務中心の複合市街地

・歴史資源や文化資源も多く、多様な活動や賑わいが
ある

・港や水際線が身近に感じられる

・利便性が高く若年単身世帯の居住ニーズがある

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」



②都心部（新横浜都心）
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・広域交通ネットワークの拠点で利便性が高く、
商業・業務など多様な機能が集積

・陸の玄関口としての都心らしい印象とともに、周辺には
農地や樹林地などの自然環境にも恵まれる

・産業集積と都市型住宅による職住近接が可能

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」



③都心・臨海周辺部
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・古くから形成された既成市街地で、下町的な商店街
などでは賑わいや温かみを感じられる

・丘陵地の斜面上の良好な住宅地は眺望や景観に優れ、
横浜ブランドを形成する一要素になっている

・共同住宅、戸建て等、様々な形態の住宅がみられる

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」
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④郊外部（北部）

・鉄道沿線の土地区画整理事業により開発され
都市基盤の整った住宅地

・利便性が高く子育て世代の転入も見られる

・戸建てが中心で、建築協定や地区計画により
良好な住環境が維持

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」
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⑤郊外部（西部）

・住宅と商業が複合した市街地や民間による小規模な
住宅開発が多く見られる

・まとまった水田や畑などの貴重な農景観など豊富な
自然を身近に感じられる

・敷地規模の小さい戸建てや中低層の共同住宅、
斜面型マンションなどが立地

・住宅が比較的安価で新規転入しやすい

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」
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⑥郊外部（南部）

・土地区画整理事業や大規模団地開発で整備された
郊外住宅地

・敷地規模の大きい住宅が多く、ゆとりある住環境

・まとまりのある緑地や水辺景観、平地から眺められる
丘の緑の景観

・戸建て中心の住宅地や中高層共同住宅中心の住宅地
など多様な住宅がある

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」
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広域的な交通ネットワークの変化
横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」
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【現状１】 世帯数、世帯構成の推計

• 市内の世帯数は今後増加し、2030（令和12）年に約170万世帯でピークを迎え、以降
は緩やかに減少する。

資料︓横浜市政策局「横浜市将来⼈⼝推計」（平成29年12⽉）
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【現状２】 ⼦育て世帯数の推移

• 市内の⼦育て世帯数は、2005（平成17）年から2015（平成27）年の10年間で横ばい。
• ⼀⽅、夫婦と⼦（共働き）世帯数とひとり親と⼦世帯数が、10年前と⽐較すると増加してい

る。

※⼦育て世帯とは、18歳未満の⼦のいる世帯
資料︓総務省「平成17/22/27年 国勢調査」を加⼯

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」
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【現状３】 ⾼齢単⾝世帯、⾼齢夫婦のみ世帯数の推計

12

• ⾼齢単⾝、⾼齢夫婦のみ世帯は年々増加し、2020（令和2）年時点で合計約40万世
帯であり、35年後の2055（令和37）年には、合計約55万世帯でピークを迎える。

資料︓横浜市政策局「横浜市将来⼈⼝推計」（平成29年12⽉）

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」

合計 554,958
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【現状４】 ⽣活保護受給世帯、住宅扶助受給世帯数の推移

• 市内の⽣活保護受給世帯数及び住宅扶助受給世帯数は、ともに直近11年間で約1万世
帯増加している。

資料︓横浜市健康福祉局「⽣活保護統計⽉報」

約１万世帯増加

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」
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【現状５】 外国⼈世帯数の推移

• 市内の「外国⼈のみの世帯数」及び「外国⼈と⽇本⼈がいる世帯数」は増加傾向にある。

資料︓総務省「平成17/22/27年 国勢調査」

（世帯）

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」

約1.3倍
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• ⼈が居住している住宅ストックのうち、耐震性不⾜の住宅は約13.2万⼾（8.0％）、バリア
フリー性能・省エネ性能をいずれも満たさない住宅が、約90万⼾（55.1％）ある。

• 耐震性、バリアフリー、省エネのすべてを満たす住宅は約4.6万⼾（2.8％）に留まっている。

(45,900戸)
（2.8％）

住宅ストック総数 1,835,800戸
人が居住している住宅ストック総数 1,649,000戸

バリアフリー・省エネを
どちらか満たす

バリアフリー・省エネを
いずれも満たさない

(908,900戸)
（55.1％）

(369,600戸)
（22.4％）

(324,600戸)
（19.7％）

空き家等

(186,800戸)

昭和55年以前建築

戸建て・長屋の約60％が
共同住宅の約30％が

耐震性不足(132,600戸)

空き家 178,300戸
賃貸用：113,400戸
売却用：11,800戸
二次的：1,500戸
その他：51,700戸

建築中の住宅 1,900戸
一次現在者のみの住宅6,600戸

リフォーム等による性能の向上
建替え等
による対応

バリアフリー・省エネをいずれも満たす

資料：平成30年住宅・土地統計調査（特別集計）（総務省）
・ ％は、人が居住しているストック総数に対する割合。
・ 建築時期不詳、バリアフリー状況不詳、省エネ状況不詳のストックを按分して加算。
・ 建築時期が昭和55年以前の「耐震性不足」とされているストック数については、国交省推計による建て方別の耐震割合（戸建て・長屋60％、共同住宅30％）を適用。
・ 「バリアフリーを満たす」とは、住宅・土地統計調査（特別集計）より、高度のバリアフリー（段差のない室内＋２か所以上の手すり＋住居内を車いすで移動可能）を満たしている住宅について集計。
・ 「省エネを満たす」とは、住宅・土地統計調査（特別集計）より、「二重サッシ又は複層ガラスの窓（全ての窓にあり）」及び「同（一部の窓にあり）」を満たしている住宅について集計。

【現状６】 住宅ストック（H30）

将来世代に
継承できる

良質な住宅の
供給

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」

※本図は、国土交通省の住宅・宅地分科会にて提示された全国の住宅ストックの性能を示した図を参考に作成している。
ただし、同図の作成に必要な横浜市値が得られないことから、主に住宅・土地特別調査の特別集計を用いて独自に算出した。（詳細は下記のとおり）
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【現状７】 既存住宅の流通状況

• 市内の住宅着⼯⼾数及び持ち家として取得された中古住宅⼾数の合計に対する、持ち家と
して取得された中古住宅⼾数が占める割合は、少しずつ増加しており、2018（平成30）年
には約18.5％となっている。
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資料︓総務省 「住宅・⼟地統計調査」、国⼟交通省 「住宅着⼯統計」

持ち家として取得された中古住宅数

住宅着工戸数

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」
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【現状８】 ⼀⼾建て住宅、共同住宅の空き家⼾数の推移

• 市内の空き家のうち、「その他の住宅」の⼾数は2018（平成30）年時点で、⼀⼾建てが
20,200⼾、共同住宅が29,400⼾であり、ともに直近５年で減少傾向となっている。

資料︓総務省 「住宅・⼟地統計調査」
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（戸）（戸）

住宅総数（A） 955,000戸 1,041,900戸 1,112,300戸 1,154,200戸

※「その他の住宅」︓「⼆次的利⽤（別荘等）、賃貸⽤、売却⽤」以外の⼈が住んでいない住宅で、例えば転勤・⼊院などのため
居住世帯が⻑期にわたって不在の在宅や、建替えなどのために取り壊すことになっている住宅などをいう。

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」
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【現状９】 持ち家で暮らす単⾝⾼齢者世帯の動向

• 市内の持ち家数（⼀⼾建＋共同住宅） に占める単⾝⾼齢世帯が住む割合は、 直近
５年で、65歳以上は2.2ポイント、75歳以上はと2.0ポイント増加している。

資料︓総務省 「住宅・⼟地統計調査」

66,200 

103,900 

131,100 

33,900 

55,900 

78,400 

7.7%

11.2%

13.4%

4.0%

6.0%

8.0%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

2008年
（H20）

2013年
（H25）

2018年
（H30）

65歳以上の単⾝世帯が住む持ち家 75歳以上の単⾝世帯が住む持ち家
持ち家数に占める65歳以上の単⾝世帯が住む持ち家の割合 持ち家数に占める75歳以上の単⾝世帯が住む持ち家の割合

（世帯）

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」



資料︓総務省 「住宅・⼟地統計調査」 」

【現状10】 建て⽅別住宅⼾数の推移

• 市内では共同住宅の割合が約６割で推移しており、全国の約４割に対して、共同住宅の割
合が⾼くなっている。
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（38.3%）
（2.4%）

（58.7%）

2,876
137

2,335

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

2018年

（H30）

（万戸）

一戸建 長屋建 共同住宅 その他

52,102,200戸

12.5% 15.1% 72.3%

木造 非木造(1～2階) 非木造(3階以上)

（53.6%）
（2.6%）

（43.6%）

横
浜
市

全
国

共同住宅

一戸建て

一戸建て

共同住宅
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資料︓総務省 「住宅・⼟地統計調査」

【現状11】 持ち家に占めるマンション割合の推移

• 持ち家に占めるマンションの割合は年々増加し、近年は約４割となっており、全国の２割弱に
⽐して、２倍以上の割合となっている。

横
浜
市

全
国
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※マンションの定義︓持ち家／⾮⽊造／共同住宅／３階建て以上の専⽤住宅

69.9%

65.8%

62.6%

58.7%

57.2%

58.0%

2.4%

2.2%

1.9%

1.2%

1.1%

1.3%

27.2%

31.7%

34.8%

39.9%

41.5%

40.6%

0.5%

0.3%

0.3%

0.2%

0.1%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H5

H10

H15

H20

H25

H30

(201,400戸)

(155,560戸)

(274,700戸)

(336,400戸)

(380,700戸)

(391,700戸)

82.1% 0.7% 17.1% 0.1%H30

一戸建・長屋建 マンション以外の共同住宅 マンション その他

(5,461,000戸)
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【現状12】 築40年以上のマンション⼾数の推計

• 市内では築40年以上のマンションが、2020（令和2）年と⽐較して、2030（令和12）年
には約2.4倍、2050（令和32）年には約5.3倍に増加する。

資料︓総務省 「平成30年 住宅・⼟地統計調査」
※マンションの定義︓持ち家／⾮⽊造／共同住宅／３階建て以上の専⽤住宅

64,200 

155,200 

241,800 

340,000 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

2020年
（R2）

2030年
（R12）

2040年
（R22）

2050年
（R32）

約2.4倍

約5.3倍

（戸）
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44.1%

21.5%

48.2%

14.2%

10.0%

36.2%

9.0%

19.5%

20.1%

17.0%

16.7%

11.3%

8.9%

4.5%

12.1%

8.3%

57.3%

38.0%

23.8%

21.8%

21.3%

19.8%

18.6%

17.4%

14.5%

13.7%

10.8%

10.7%

9.0%

8.4%

7.4%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常の買物などの利便

医療・福祉・文化施設などの利便

治安

公園や緑・水辺などの自然環境

近隣の人やコミュニティとの関わり

通勤・通学の利便

親･子･親せきとの距離

敷地の広さや日当たり・風通しなどの空間のゆとり

騒音・大気汚染の少なさ

道路の歩行時の安全性

災害時の避難のしやすさ

水害・津波の受けにくさ

福祉・介護の生活支援サービス

子どもの遊び場・子育て支援サービス

まちなみ・景観

周辺からの延焼のしにくさ

コロナ前

コロナ後

8.3%

33.8%

12.0%

13.6%

35.4%

5.9%

40.1%

12.8%

21.9%

11.5%

28.6%

13.0%

13.2%

15.0%

8.5%

10.9%

37.0%

25.8%

23.3%

23.1%

22.4%

22.2%

21.8%

19.4%

19.1%

18.3%

17.8%

13.8%

11.5%

9.3%

8.7%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

換気の良さ（臭いや煙などが残らない）

広さや間取り

維持管理のしやすさ

遮音性

地震時の安全性

エネルギー消費性能（光熱費の節約）

日当たり

台風時の安全性

収納の多さ・使い勝手

プライバシー確保

防犯性

高齢者への配慮（段差がない等）

水回りの広さ・使い勝手

火災に対する安全性

断熱性

いたみの少なさ
コロナ前
コロナ後
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【現状13】 コロナ禍を受け、求める住宅性能や近隣環境の変化
• 住宅性能として、換気、維持管理のしやすさ、遮⾳性、省エネ性能を重視するようになった。
• また近隣環境では、買い物などの利便、公園や緑などの⾃然環境、コミュニティを重視するよう

になった。

住宅性能 近隣環境

資料︓総務省「平成30年 住⽣活総合調査特別集計」（コロナ前）、
横浜市「ヨコハマeアンケート（令和2年10⽉,住環境に対する意識の変化等に関するアンケート ）」（コロナ後）

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」
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• 住み替え意向のある⽅は約14％、そのうち住み替え先の⽴地への考え⽅が変化した⽅は
約34％。

• 住み替え先として、現住地より郊外部を希望する⽅は約43％と、都⼼部を希望する⽅の
２倍。

【現状14】 コロナ禍を受け、郊外部への住み替え意向

住み替え・増改築
の意向

住み替え先の⽴地に
対する考えの変化

住み替え先として
希望する⽴地

住み替えたい

13.9%

増改築したい

6.0%

どちらもしたい

と思わない

79.3%

無回答

0.8%

変わった

34.3%

どちらとも言え

ない

26.4%

変わらない

38.8%

無回答

0.6%

現住地より都心

部（市内都心

部・東京都・川

崎市など）に住

みたい

21.3%

現住地より郊外

部（市内郊外

部・県内他市な

ど）に住みたい

42.6%

県外の地方に住

みたい（移住し

たい）

21.3%

立地条件のこだ

わりはない

9.8%

その他

3.3%

無回答

1.6%

n=1,283 n=178
（左問で「住み替えたい」を

選択した⽅）
n=61

（左問で「変わった」を
選択した⽅）

資料︓横浜市 「ヨコハマeアンケート（令和2年10⽉,住環境に対する意識の変化等に関するアンケート ）」
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資料︓総務省「平成27年 国勢調査」
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【現状15】 「郊外部」 と「都⼼・臨海周辺部」との世帯⽐率

• 全世帯のうち、郊外部に２/３が居住。

区分 世帯数
（⽐率）

⼈⼝
（⽐率）

郊外部

港南区、旭区、磯⼦区、
⾦沢区、港北区、緑区、

⻘葉区、都筑区、
⼾塚区、栄区、
泉区、瀬⾕区

107万世帯
（66％）

255万⼈
（68％）

都⼼・
臨海周辺部

鶴⾒区、神奈川区、
⻄区、中区、南区、

保⼟ケ⾕区
57万世帯
（34％）

117万⼈
（32％）

※集計上の地区区分設定

【郊外部】
235万人（64％）

【郊外部】
107万世帯（66％）

【都心・臨海周辺部】
57万世帯（34％）

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」



資料︓「横浜市の⼈⼝動態」

25

【現状16】 市外転出⼊の状況

• 転出超過が続いていた東京都とは、令和２年は22年ぶりに転⼊超過となっている。
• 令和元年に転出超過であった川崎市とは、令和２年は転⼊超過となっている。

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」

【令和元年】 【令和２年】

︓転出超過、 ︓転⼊超過、 ︓令和元年と令和２年の傾向が変化
（転出超過から転⼊超過へ）

△4,108 198



44.9% 43.9%

37.5%

33.3% 32.9%
36.6%

30.7% 30.6% 31.0%

35.8%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

地震などの災害対策 高齢者福祉

学校教育の充実 環境汚染や騒音などへの対策

街並みや景観の形成や保全

資料︓横浜市 「市⺠意識調査（平成27年〜令和2年）」
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【現状17】 災害対策に対する市⺠の意識

• 市政への要望は「地震などの災害対策」が３割を超えて最も多く、東⽇本⼤震災のあった
2011（平成23）年以降、10年連続で１位となっている。

• 2019（令和元）年度から2020（令和2）年度に向けて4.8ポイント上昇している。

4.8 ポイント

横浜市の住宅・住環境の 「魅⼒」 と 「現状」


